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5. 目的

水産生物の好適な生息環境を保全するための基礎資料を得るとともに、 4月から5月にかけて

の農作業時期の排水による河川濁水の実態を把握する。

6.方法

河川濁水の著しい宇曽川について、農業排

水が流出する 4月から 5月にかけて調査を実

施した。

平成2年4月5日から 5月24日まで、ほぽ

毎日計42回、透視度、 ssの測定を行った。

また、河口部と上中流域(宇曽川歌詰橋、

宇曽川八木農協前、字曽川支流の岩倉JII}を

比較するため計6回、透視度、 ss、 1L、

COD、BOD、窒素、リン等について測定

を行った。

5t.l :字曽.'lIi可口

5t.2 :字曽川歌詰橋

5t.3 :字曽川八木農協前

5t.4 :宇曽川支流岩倉川

7.結果の概要

宇曽川河口部の濁水状況について、透視度

の変化をみると 4月上旬は降雨による値の変

動がみられ13-47.5cmの聞で推移した。中旬

以降5月の連休までは7.0-20.5cmのかなり低

いレベルで推移した。 4月24日には7.0cmと調

査期間中最も強い濁りが認められた。連休後

は急速に回復し5仇m以上となることが多かっ

た(図 1)。

ssについては、 4月前半は10-20mg/.Q程

度で推移していたが、 4月16日から値が高く

なり、連休までは22.8-69 . 3略/.Qと高いレベ

ルで変動した。連休後は 7-13時/.Qの聞で推

移した(図2)。

調査期間中の透視度と ssの聞には、図3

に示すとおり強い相闘が認められた。

次に河口部と上中流域を比較してみると、

透視度は4月16日を除き下流ほど低くなる傾

向があった。 5月7日以降透視度は回復し、

5月15日には4地点とも50個以上になった。

また岩倉川については、 4月26日以降5(加以

上であった。 ssは、概ね河口に近くなるほ

ど高くなった。岩倉川は4月26日以降低い値

で推移した。 COD、BODについては、河

口部で高く上流ほど低くなることが多かった。

図4にBODの変化を示す。窒素については、

概ね河口に近くなるほど高くなり、特にNH

..-N、NOz-Nは河口部でかなり高くなる傾向

があった。図5に全窒棄の変化を示す。リン

については、岩倉川で低く字曽川本流では上

流から河口までほぼよく似た値であった。図

6に全リンの変化を示す。

河口部でss、COD、BOD、NH..-N等

の値が高くなること、また濁水流出時に強い

濁りが認められるのは、宇曽川上流部の水田

の土質は粒径が小さく微細で、沈降しにくい

性状であり、また河川改修により河口部が広

く深くなり約3kmの背水影響区間で濁水が滞

流しているためと考えられる。

以上、平成2年4-5月の農作業時期にお

ける字曽川の濁水流出状況は透視度、 ssと

もに例年同様に推移し、 4月中旬から濁りが

強くなり 5月上旬まで続き、以後急速に回復

するという傾向がみられた。
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8.主要成果の具体的データー

団

岨

調

舗

• ~.6 4.1・ ~.16 ~.掴 ~.25 ~.掴 5.5 5.1・6.15 6.掴

図1 河口部における透視度の変化
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図2 河口部におけるssの変化
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図3 透視度:と ssの関係
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図4 BODの変化
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図5 全窒素の変化
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図6 全リンの変化

9.今後の問題点

農作業の始まる 4月から 5月にかけては、農業排水により河川が濁水化する時期であり、また

この時期が河川へのアユの遡上期でもあることから、濁水流出防止のための農業用排水の管理、

および効果的な濁水削減対策を検討しなければならない。

10.次年度の具体的計画

本年と同様に字曽川水系について濁水の実態調査を継続実施する。
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